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電気に関する注意事項：トレッドミル以外の機器 
注：本事項はあくまでも推奨です。NEC（米国電気工事規
程）のガイドラインまたはご使用地域の電気工事規定に従
ってください。 

P80 コンソールまたはパーソナルビューイングスクリー
ン（PVS）搭載の機器は、専用の電源接続が必要です。20 
アンペアの分岐回路には、最大 10 台のスクリーンが接続
できます。分岐回路に他のデバイスが接続している場合は、
そのデバイスのワット数分だけスクリーンを減らす必要
があります。 

注：IEC-320 C13 および C14 プラグの付いた一般的なス
プリッター電源コードで推奨される最大スクリーン数は 
5 台です。  

 

図 1: IEC-320 の C13 プラグと C14 プラグ 

 

サービスを受ける 
メンテナンスタスク以外で装置に修理点検を行わないで
ください。 品目が不足している場合は、ディーラーに連
絡してください。 カスタマーサポート番号や Precor 認定
のサービスセンターの一覧に関する詳細が必要な場合は、
Precor のウェブサイト (http://www.precor.com) にアクセ
スしてください。 

 

最新版の文書を入手する 
最新の Precor 製品の文書は、
http://www.precor.com/productmanuals から入手できま
す。ご希望の際は、最新の情報をチェックしてください。 
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センター クロスバー キャップ 

 
外側ハンドレール キャップ (2) 

 
内側ハンドレール キャップ (2) 

 
直立サポート カバー (右側用と左側用の各セット) 

 
 

必要な道具類 
 #2 プラスドライバー 
 ゴム製ハンマー 
 SAE 標準六角レンチ セット 
 SAE 標準ソケット セット 
 ⁹₁₆ インチ レンチ 2 本 (オープン エンドとボック

ス エンド) 
 ワイヤー カッター 
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組み立てを行う 

危険 組み立て手順がすべて完了し、コンソールを正しく
設置し終わるまで、電力に接続しようとしてはいけ
ません。 

EFX を組み立てる際には、コンソールを追加するときに必
要な接続にアクセス可能になるようにケーブルアセンブ
リの向きを調整してください。  

組み立てを始めるには： 
1. リフトカバーを取り外して、脇に置いてください。 
重要： リフト ネジに塗ったグリースが衣服につくと
染みになる可能性があります。 リフト カバーを取り
外す際に、グリースが衣服につかないように注意して
ください。 リフト ネジのグリースは正常な作動に必
要なものですので、拭きとらないでください。 

 

図 2: リフト カバーの取り外し 
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2. 左側の直立サポートにケーブルを通してください。直
立サポートの上端にテープで留めて、一時的に動かな
いようにしてください。  
重要： ケーブルを引っ張って伸ばしたり、たわませた
り、傷つけたりしないでください。 不適切な設置方法
のためにケーブルが損傷した場合は、 Precor の限定保
証の対象になりません。 

 

図 3: ケーブルの配線 

3. ボタンネジ 4 本、スプリットワッシャ 4 本、 ⁵₁₆ イ
ンチ ワッシャ 4 本を使って、左側の直立サポートを
ベースフレームに取り付けてください。留め具を途中
まで締めてください。 

 

図 4: アップライト サポートのベース フレームへの取り

付け 
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4. 右側の直立サポートも、ステップ 2 から 4 までを繰
り返して取り付けてください。 

5. ³₁₆ インチ六角レンチを使い、セントラルプラスチッ
クベースカバーを固定している 4 本の ¹₄ インチ × 
³₄ インチボタンネジを取り外してください。 

6. 左側の直立サポートの上端に貼ったテープを剥がして
ください。 

7. 設置したいケーブルの 1 つを直立サポートに上から
通し、フットサポートの内部を通してから、またセン
トラルフレームメンバーに通してください。ケーブル
を通す経路は下の図の通りです。 

 

図 5: EFX ケーブル パス 

8. 上の図の通り、ケーブルの端をリフトモーターの真後
ろにある開口部から引き出してください。 

9. モジュラープラグカプラーのタブ付きの端を見つけて
ください。カプラーの端をジャックパネルの四角い開
口部にカチッとはめ込んでください。 

10. 急速着脱式の電源ケーブルのアース導線端子を、機器
のフレームのアース端子に上にスライドさせてくださ
い。 
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11. 次の図表の通り、適切な EFX のベース内部のコネク
タにケーブルを接続してください。 
重要：トルクレンチを使用して8 lb-in トルクを超えな
いように同軸ケーブルを設置してください。トルクレ
ンチが無い場合には、プレーンレンチを使用して、同
軸ケーブルを「ぴったり締まった状態から ¼ 回転」
まで締めてください。締めつける補助として、内部ナ
ットにレンチを適用しても結構です。 

 

図 6: EFX ベース内部のケーブル接続点 

接続するもの 接続先 

コンソールの電源ケーブル
（赤と黒、各導線） 

ジャックパネル上の電源コネク
タ  

 
TV ケーブル（黒の丸型） ジャックパネル上の同軸コネク

タ  

 
Ethernet ケーブル（黒の平型） ジャックパネル上の 8 コネク

タモジュラージャック  
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12. その他接続するケーブルについてはステップ 7 から 
9 までを繰り返してください。 

13. セントラルプラスチックベースカバーを元に戻し、カ
バーを取り外すときに外した 4 本のボタンネジを取
り付けてください。ネジを完全に締めてください。 

14. 最初のステップで取り外したリフトカバーを元に戻し
てください。 

 

図 7: リフト カバーの再取り付け 

センターカラムサポートをフレームに取り付けるには： 
注：セントラルカラムサポートの留め具を取り付ける前に、
ベースの留め具が緩んでいることを確認してください。 

1. 補助者にセンターカラムサポートを支えてもらい、内
部の取り付けブラケットを直立サポートの位置に合わ
せてください。 
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2. 反対側の取り付け穴にボタンネジ 1 本、⁵₁₆ インチワ
ッシャ 1 つ、スプリットワッシャ 1 つを通して、セ
ンターカラムサポートを各直立サポートにそれぞれ固
定してください。 

 

図 8: コンソール取付部分の背面図 

重要：レンチでネジを締める際には、留め具の頭が製
品の表面と平行になるようにしてください。平行でな
い場合は、締めるのを中断して、クロススレッドを防
いでください。損傷を避けるため、組み立て作業を中
断し、カスタマーサポートにご連絡ください。 
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3. 位置を確認し、残りの 4 本のセンターカラムサポー
ト用のネジ 4 つの ⁵₁ インチ ワッシャ、 4 つのスプ
リットワッシャを通してください。³₁₆ インチ六角キ
ーで締め、アセンブリがひとまとまりにしてください。
ただし、調節用の余地を残しておいてください。 

 

図 9: センター カラム サポートの取り付け 

留め具を正しく締めるには： 
注意：直立サポートの留め具は、以下に示した順番で位置を正
しく定めた上で、レンチで締めなければなりません。うまく組
み立てられていないと、直立サポートがランプと擦れる可能性
があります。開始する前に、ベースとリフトカバーの位置が正
しく定められており、間隔が等しいことを確かめてください。
もし違う場合は、カバーの位置が正しくなるように直立サポー
トを動かしてください。 
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1. センターカラムサポートの背面にある 2 セットの留
め具をしっかりと締めてください。 

 

図 10: 留め具の取り付け方法 

2. 各直立サポートの背面にある留め具をそれぞれしっか
りと締めてください。 

 

図 11: 直立サポート上の背面留め具を締める 
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あるいは、 Athletix フィットネス機器クリーニング ワイ
プでも機器の清掃は可能です (詳しくは 
www.athletixproducts.com をご覧ください) 。 

注意: どの洗浄剤についても、 Precor フィットネス機器の清掃
に使う前に製造者発行の取扱説明書を読み、その内容に従って
ください。特に希釈の方法についてはご注意ください。 濃縮洗
浄液を薄めないで使用すること、またどんな種類のものであれ
酸性の洗浄液を使用することはお控えください。使用すると機
器に施されている保護仕上げが弱まり、Precor の制限付き保証
が無効になります。 機器のどの部分にも、水をこぼしたり、液
体をスプレーしたりはしないでください。 装置は完全に乾いて
から使用してください。 

機器の下の床は頻繁に掃除機をかけてください。ゴミやホ
コリの堆積とそれによる故障を防ぎます。 清掃の際には、
ソフトナイロン製のブラシをご利用ください。 

 

毎日の点検 
少なくとも 1 日に 1 回、機器に次の問題が生じていない
か点検してください。 

 ベルトが滑らないか 
 留め具が緩んでいないか 
 異常な音がしていないか 
 電源コードが擦り切れていないか 
 機器の保守整備を必要とするようなその他の兆候がみ

られないか 
重要： 機器の保守整備が必要であると判断した場合は、
すべての接続 (テレビ、 Ethernet 、電源) を外して、機器
をエクササイズ エリアの外に出してください。 機器に
「運転休止中」の表示をし、その機器を使用してはいけな
い旨を明示してください。 

部品の注文、およびお近くの Precor 正規サービス プロバ
イダへのご連絡は、 「サービスを受ける」をご参照くだ
さい。 
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